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１．【開催案内】公開講演会「ジェンダー視点に基づく議会改革」 

２．【採用情報】学術調査員（非常勤）（国際）の募集を開始しました。 

■-------------------------------------------------------------------- 

【開催案内】公開講演会「ジェンダー視点に基づく議会改革」 

--------------------------------------------------------------------■ 

【日時】2023年 1月 19日（木） 16：00～17：30 

【場所】衆議院第一議員会館 国際会議室 

【主催】日本学術会議政治学委員会比較政治分科会 

【開催趣旨】 

IPU（列国議会同盟）は 2012 年に「ジェンダーに配慮した議会のための行動 

計画」を採択し、各国議会が自己点検を実施することを推奨している。日本に 

おいても IPU自己点検に向けて、衆議院が 2021年４～5月に全衆議院議員を対 

象に「議会のジェンダー配慮への評価に関するアンケート調査」を実施し、6 

月に報告書を発出した。イギリスでは先進国議会としては初めて 2018 年に IPU 

自己点検を実施している。そこで、イギリスの実施状況に詳しく、またジェン 

ダーの視点から議会改革を提言しているこの分野の第一人者、サラ・チャイル 

ズ教授をお招きし議論を深める。 

【プログラム】 

https://www.scj.go.jp/ja/event/2023/333-s-0119.html 

【参加費】無料 

【定員】100名 

【申込み】要・事前申込み 

 参加を希望される方は、以下のフォームに必要事項をご入力の上、送信して 

ください。 

 https://forms.gle/YYiKNeC5SQWwJvWU8 

【問い合わせ先】 

paritypolitics0313(a)gmail.com 

※(a)を@にしてお送りください。 

■-------------------------------------------------------------------- 

【採用情報】学術調査員（非常勤）（国際）の募集を開始しました。 

--------------------------------------------------------------------■ 

【採用内容】 

職名：内閣府 日本学術会議事務局 上席学術調査員又は学術調査員（非常勤） 

採用予定者数：若干名 

採用予定日：令和５年２月以降（予定）（時期については応相談） 

 

【業務内容】 



(1) 日本学術会議が加盟する国際学術会議（ISC）や IAP(InterAcademy  

Partnership)等の国際学術団体や各国アカデミーに関する横断的な調査分析、 

資料作成及び連絡調整 

(2) 日本学術会議が毎年度主催している「持続可能な社会のための科学と技術 

に関する国際会議」に関する支援業務 

(3) 日本学術会議が事務局の一翼を担う Future Earthプログラムに関する調査 

分析及び関係機関との連絡調整 

(4) 上記以外で、日本学術会議が国際学術交流事業を実施する上で必要となる 

調査分析、資料作成及び連絡調整等 

 

【勤務条件】 

勤務地：東京都港区六本木 7-22-34 

勤務時間：週 3日程度（応相談） 

1日 5時間 45分（10:00～12:00；13:30～17:15） 

年次休暇は非常勤国家公務員の規程により付与 

任期：令和 6年 3月 31日まで（勤務状況によっては延長もあり） 

給与：上席学術調査員：日額 15,100円又は 18,200円 

学術調査員：日額 12,400円 

（資格、経験等によりいずれか） 

賞与･昇給･交通費無し 

※上記の金額は、法律等の改正及び施行に伴って変更する場合がありますの 

で、ご承知おきください。 

 

【応募書類受付締切日】 

令和５年１月４日（水）必着 

〒106-8555 東京都港区六本木 7-22-34 

内閣府 日本学術会議事務局参事官（国際業務担当）室 

 

【募集要項】 

https://www8.cao.go.jp/jinji/saiyo/sonota/20221205_scj.pdf 

■-------------------------------------------------------------------- 

【お知らせ】学術関係者・シンクタンク研究員等を標的としたサイバー攻撃に 

ついて（注意喚起） 

--------------------------------------------------------------------■ 

警視庁サイバー警察局及び内閣サイバーセキュリティセンター（NISC）は 

連名で「学術関係者・シンクタンク研究員等を標的としたサイバー攻撃につい 

て（注意喚起）」についてご連絡がございましたので、お知らせいたします。 

詳細は下記 URL（PDF）をご参照願います。 

https://www.nisc.go.jp/pdf/press/20221130NISC_press.pdf 

https://www.nisc.go.jp/pdf/press/20221130NISC_gaiyou.pdf 



 

学術関係者、シンクタンク研究員を始めとする皆様におかれましては、この 

ような組織的なサイバー攻撃が実施されていることに関して認識を高く持って 

いただくとともに、注意喚起の内容に示す事項を参考に、適切にセキュリティ 

対策を講じていただくようお願いいたします。併せて、不審な動き等を検知し 

た際には、速やかに警察又は内閣サイバーセキュリティセンターに情報提供い 

ただきますよう、重ねてお願いいたします。 

 

*********************************************************************** 

日本学術会議 YouTubeチャンネル 

https://www.youtube.com/channel/UCV49_ycWmnfhNV2jgePY4Cw 

日本学術会議公式 Twitter 

https://twitter.com/scj_info 

*********************************************************************** 

*********************************************************************** 

       学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから 

           http://jssf86.org/works1.html 

*********************************************************************** 

======================================================================= 

 日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術誌等へ 

の転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多くの方にお読み 

いただけるようにお取り計らいください。 

 過去のメールニュースは、日本学術会議ホームページに掲載しております。 

https://www.scj.go.jp/ja/other/news/index.html 

 

【本メールに関するお問い合わせ】 

 本メールは、配信専用のアドレスで配信されており返信できません。 

 本メールに関するお問い合わせは、下記の URLに連絡先の記載がありますの 

で、そちらからお願いいたします。 

======================================================================= 

 発行：日本学術会議事務局 https://www.scj.go.jp/ 

     〒106-8555 東京都港区六本木 7-22-34 


